
課題②
（様式３－２－②）

課題名②

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①農業者や地域が必要とする課題
であるか 7 0 0

・ばれいしょの安定生産に向け新品種への取組
は重要である。
・土壌診断による適正施肥は興味深い。

しまあかりについては，来年度も継続して普及
指導計画の重点活動として取り組むこととして
いる。

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者，地区）
の選定は適切であるか 3 4 0 展示ほ等を増やして取り組んで欲しい。

しまあかりは，今後種いも供給計画に沿って展
示ほを増やしていく。施肥の実証ほについて
は，ほ場間差も大きいため今後検討したい。

③関係機関とうまく連携して活動して
いるか 2 5 0

④活動（活動方法，時期，手段）は適
切であるか 2 5 0

⑤専門的な技術・情報を活用して効
果的な活動が行われているか 3 4 0

活動の
成果

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか 3 3 1

・肥料高騰対策として効果的な活動だと思うの
で，私自身も実施したい。
・私自身，硫安施肥で失敗しているので，散布
の具体的指導が欲しい。

個別の事案については，後日対応する。

⑦他の課題や他農業者，地域への
波及性があるか 2 5 0

⑧結果が十分でないものは今後の
対策が考えられているか 2 5 0

令和５年度外部評価会　集計表（農業者）

稼ぐ力の向上によるばれいしょ産地の育成

項目 評価の視点

評価結果（人）
外部委員からの

意見・提言
意見・提言等に対する改善策や

普及指導計画への反映等

所属名： 大島支庁沖永良部事務所農業普及課

活動体
制・活動
方法

・幅広く試験区を設定することで，多くの結果が
得られるため良い取組である。
・疫病の具体的な指導が必要である。

来年度の普及指導計画においても研修会で，
疫病も含む病害虫対策の周知，情報提供を行
うこととしている。

活動の
波及性
と改善

・共販農家以外の周知が重要である。
・さとうきびとの輪作など連携が重要である。

しまあかりについては，共販農家以外への周知
も行って行きたい。



課題②
（様式３－3－②）

課題名②

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①課題は地域の農業振興上，重
要な課題であるか 11 1 0

土壌診断に基づく適正施肥，病害虫防除のた
めの品種選定は共通の課題で大変重要であ
る。

しまあかりについては，引き続き来年度の普及
指導計画においても重点活動として取り組むこ
ととしている。適正施肥の取り組みについては，
ほ場間差も大きいため今後検討したい。

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者，地
区）の選定は適切であるか 10 2 0 適切である。

③関係機関と連携して活動してい
るか 11 1 0

④活動（活動方法，時期，手段）は
適切であるか 9 3 0

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか 9 3 0

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか 6 6 0

⑦指導対象が積極的に課題解決
にあたるようになったか 6 6 0

⑧他の課題や他農業者，地域へ
の波及性があるか 8 4 0

⑨結果が十分でないものは今後の
対策が考えられているか 8 4 0

令和６年度外部評価会　集計表（関係者用）

稼ぐ力の向上によるばれいしょ産地の育成

項目 評価の視点

評価結果（人）
外部委員からの

意見・提言
意見・提言等に対する改善策や

普及指導計画への反映等

所属名： 大島支庁沖永良部事務所農業普及課

活動体
制・活動
方法

・地区の農家とともに進めており，適切である。
・農家の経費削減につながっており，効果的な
結果が出ている。
・ｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ対策は重要課題であり今後も対策
を早急に進めて欲しい。

しまあかりについては，引き続き来年度の普及
指導計画においても重点活動として取り組むこ
ととしている。適正施肥の取り組みについては，
ほ場間差も大きいため今後検討したい。

活動の
波及性
と改善

・地域のメディア等での情報発信は，腐敗苗対
策の波及効果が大きいと思う。
・他品目でもネット上での疫病対策の研修会の
アップを実施していただきたい。

腐敗性病害対策については，引き続き来年度
の普及指導計画においても重点活動として取り
組むこととしている。

活動の
成果

・地域のメディア等での情報発信は，腐敗苗対
策の波及効果が大きいと思う。

腐敗性病害対策については，引き続き来年度
の普及指導計画においても重点活動として取り
組むこととしている。












